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２月１０日､本年度のフォローアップ自己評価を実施しました｡ 定期自己評価で推奨事項と

された｢防災ガイダンス｣をどのように使用するかなど､評価員と意見を交わしました｡

防災ガイダンスでは､まず､身の安全確保を優先することなどが記載されていますが､初期の

安全確保は､単に机など物陰に隠れると言うより､どこが一番安全かを瞬時に判断し､行動

する訓練であることが､充分周知されていない点などが指摘されました｡ そのために､出先､

車を運転していた場合など､具体例に乏しい状況で､今回の自己評価の議論､シェイクアウト

訓練の反省点などを､防災ガイダンスに盛り込むこととしました｡ 当面はガイダンスを

使用して､教育､啓蒙などに使用していく方針ですが､徐々に充実させ､大きな震災に襲われ

たとき､社員の行動の指針となるよう､改訂を続けて行きます｡

水戸市環境フォーラムが開催されました

３月７日(土) 水戸市総合教育研究所で､第７回 水戸市環境フォーラムが開催され
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今月の美化活動 2月20日に実施

２月の美化活動は､技術グループ､機械グループ が担当し､会社周辺の

清掃､公園付近のゴミ等が落ちていないか､確認して回りました。

今回も､朝夕の寒い時間帯を避けて､昼間の比較的暖かい時間帯で行ない

ました｡ 次回は､３月１９日(木)に組立工場の皆さんにお願いします｡

次回の美化活動をもって本年度の活動は終了します｡ ４月以降は､新しい

計画にそって､実施しますので､引続きご協力お願いします｡

社長コメント ～ 美化活動を定着させること ～

今年から採用した美化活動も､社員の協力により目標通り実施されている｡ 喜ばしい反面

いくつかの問題点が明らかになた｡ 夏は草取り､秋は落葉の始末をしたが､冬場はこの地域

特に問題がない｡ 今後は､遠出をして特定の場所を保全するのか､移動の問題､社員の安全の

問題など考慮すべきことが多い｡ この活動が定着するかは､今後の行動にかかっている｡

今月の環境用語 「自己評価」

自己評価は､品質で実施している内部監査に相当します｡ 品質の内部監査と同じように､定期と

フォローアップの年２回実施しています｡ 評価は､技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ主任の渡邉さんと機械ｸﾞﾙｰﾌﾟの

深澤さんが資格を取得して評価しています｡ 環境会議の重要な活動の一つです｡

今月の環境目標進捗状況


